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～　東海テレビ・阿武野勝彦さん講演会 ～
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＜講師略歴＞


阿武野勝彦…東海テレビ放送・報道スポーツ局専門局長。


59年静岡県生まれ、81年同志社大学文学部社会学科新聞学専攻卒業、東海テレビ放送入社、アナウンサーを経てドキュメンタリー制作。主な番組『とうちゃんはエジソン』（03年第４１回ギャラクシー大賞）『約束～日本一のダムが奪うもの～』（地方の時代映像祭グランプリ）『裁判長のお弁当』（ギャラクシー賞大賞）『光と影～光市母子殺害事件 弁護団の300日～』（日本民間放送連盟賞最優秀賞）。08年放送人グランプリ。09年日本記者クラブ賞受賞。











【講師】：阿武野　勝彦氏


　　　　（東海テレビ報道スポーツ局専門局長）


【日時】：2009年10月8日（木）　　


　　　　 午後18：30～21：00


【場所】：同志社大学今出川校地新町校舎


臨光館２０１番教室


【主催】：同志社大学メディア学研究会





【お問合せ先】


〒602-8580　京都市上京区今出川通新町上る


同志社大学社会学部事務室　 TEL：075-251-3411　


FAX: 075-251-303


－いずれも、事前申し込み不要・無料－








講演では、まず、阿武野さんが制作され、2008年度日本民間放送連盟賞最優秀賞を受賞した番組「光と影～光市母子殺害事件　弁護団の300日～」を最初に50分間上映。その後、ドキュメンタリー番組制作の経緯や裏側、テレビ業界の現状と今後、テレビ局志望の学生たちへの助言、などについてお話しいただく。








（写真）朝日新聞2008年10月30日「ひと」より








